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資材を異にする厩肥利用に関する試験
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1 は し が き

桑園の土地生産性向上をはかるためには有機質の施用は

必須の条件であるが最近は農業事情の変革により桑園への

有機物の施用量は減少の傾向にある。又,他方畜産部門に

おいても家畜の多頭化等に伴う糞尿処理が問題となってい

る。そこで桑園有機質資源の確保の見地から豚糞尿を取り

あげこれの効率的利Hl法について新植桑園を使って昭和50

年から3カ 年にわたつて検討したのでその結果の概要を報

告する。

2 材 料 及 び 方 法

場所は砂壌土平担な当場一里原桑園を用い桑は昭和50年

春植の植付距離24X077根刈拳式仕立の一の瀬とした。
供試厩肥は一般養豚農家の豚舎内でォガクズ及びモミガラ

を致料として豚に踏み込ませ豚糞尿と混合したォガクズ厩

月巴及びモミガラ厩肥とし,1区 4aの面積で行つた。なお,
その他の肥培管理は当場の慣行法によつた。

試験区は
'区
設置し,対照区は慣行法としての稲ワラ10

a2t土中jIEl巴区とし, その他はオガクズ及びモミガラ厩
肥をそれぞれ 4～

'月
の間に10a当 り5t,10t,15t施

用した区を設置した。

表 1 植付 1年目の生育調査

3年 目についてみると3年 目は稲ワラ施用区以外は施用

しなかったが各区とも2カ年間の施用によつて効果が持続

していたと思われる。各区とも対 10a当り総条長は対照区

と同様かあるいはそれ以上の良い結果を示 し,10a当 り収

量も対照区とほぼ同様の結果を示 した。なお,3カ年を通じ

各区とも桑への悪影響は認められなかつた。

施用方法はできあがつた厩肥を肥料のあき袋に入れ,隔

畦ごとに施用しその後ロータリーでかくはんした。なお,

3年 目は種々の事情により対照区のみ施用して他の区は施

用しなかつた。調査は 1年 目は秋末落葉後に枝条調査を,

2年 目と3年 目は初晩秋蚕期に枝条及び収量調査を行つた。

なお,初秋蚕期は間引収穫,晩秋蚕期は lm残 し中間伐採

とした。

5 結 果 及び 考 察

植付 1年 目の秋末の枝条長についてみると対10a当 りの

総条長では稲ワラ施用区に比してォガクズ厩肥施用 5t区

8%, 10t区 68¢ ,15t区 32¢ , ■ミガラ厩肥施用 5t
区 5¢ , 10t区 22%, 15t区 18¢ と長い傾向を示し厩

月じ施用の効果が認められた。 2年目になると対10a総条長

は初秋蚕jUlでは対照区に対して一定の傾向は認められなか

つたが晩秋蚕期では対照区と同様がそれ以上に長く特にォ

ガクズ厩肥施用区内では施用量に比例して長くなつていた。

又,10a当 りの収量では初秋蚕期ではlま とんどの区で対照

区より多く,施用区間内では 5～ 10tが多く15tに なる

と少ない傾向を示していた。晩秋蚕期でも対照区より多く

なリモミガラ厩IIE施用区内では大差はないがオガタズ厩肥

施用区内では施用量に比例して多くなつていた。

以上のことから豚舎内でオガクズ及びモミガラを敷料と

して豚に踏み込ませて糞尿と混合した厩肥の効果は認めら

れ稲フラに代用 しうる有機質として推察される。 しかしこ

れらの厩肥の腐熟度のめやすと搬出入方法を更に検討して

効率的な利用方法を確立する必要がある。
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表 2 植付 2年目の生育調査

試験区

日項 数
，本動的
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表 6 植付 3年目の生育調査

項

試験区

目
平均枝条数
(株 当り,本 )

平均枝条長
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さなかった。これらのことよリオガクズ,モ ミガラ厩肥の
4摘   要

効果は認められ稲ワラに代用しうる有機質として推察でき

桑園の有機質資源の確保と家畜糞尿処理という見地から  た。しかしこれらの厩1巴の腐熟度のめやすと効率的な搬出
オガクズ及びモミガラを豚舎内で駁料として豚に踏み込ま  入方法を更に検討する必要がある。
せ,豚糞尿と混合させた厩llEを新植桑園に施用 して桑の生
育,収量について3カ 年間検討した結果は次の通りである。          文       献
それぞれの厩月E施用の効果は認められ収量は 2年 目では  1)小 西千賀三・高橋治助 土壌肥料講座 1巻 ,

対照区より多く3年 目でも対照区と大差はなかつた。又,     203-206(1961).
両厩B巴とも10a当 り15t程 度の施用では桑樹 に害を及ぼ  2)宮 城県外.地力増強対策技術指導指針 20‐22(1975).


